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FAS コネクタソケット「F」組立手順書 
◎安全に関するご注意 
光ファイバ取扱い中に、折れた光ファイバの破片が誤って目に入る，あるいは体に刺さるなどしてケガをする危険性があります。 
安全のため、作業中は常に安全眼鏡を着用して、光ファイバ屑の取扱いには十分注意して下さい。 
 
◎工法注意 
クサビを抜いた後、ファイバホルダの蓋を開けてから、コネクタを取出し、クサビユニットを外して下さい。 （ 3-3参照 ） 
 
1．製品構成 
FAS コネクタソケット「F」は以下の物品で構成されています。 

 

①キャップ 
②コネクタ本体 
③クサビユニット 

 
2．治具 
治具にはファイバ挿入治具、スライダ及び共通ファイバホルダ及び 05-025一括ストリッパがあります。 
05-025一括ストリッパは、本コネクタには添付されておりません。、FAS コネクタプラグ「F」「F」の付属品をご使用ください。 

 

 

※出荷時はスライダが挿入 

治具に取付けられています。 

   
 

 
準備工具 

 

①ニッパ 
②光ファイバカッタ（例 CT-50） 

注意）推奨工具以外を使用する場合、ファイバの口出し処理が指定の寸法通り行えることを必ず確認してください。  

ファイバ 
挿入治具 

(スライダ付) 

共通ファイバ 
ホルダ 

05-025 
一括 
ストリッパ 

① 

③ 

② 

① ② 
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3. 作業手順 
①治具およびコネクタの準備   
1-1 ﾌｧｲﾊﾞ挿入治具のｽﾗｲﾀﾞ取付け 
ﾌｧｲﾊﾞ挿入治具のｽﾗｲﾀﾞ挿入部側からｽﾗ
ｲﾀﾞを挿入し、突き当たるまで押し込んで
ｽﾗｲﾀﾞを固定します。 

 
ｽﾗｲﾀﾞが取り付けら
れた状態 

 
 
 

 
ｽﾗｲﾀﾞの凸とﾌｧｲﾊﾞ挿入治具の凹が合
っている(左側)、ずれている(右側) 

 

1-2 クサビ（前側、後側クサビ）確認 
クサビが入っていることを確認します。 

 
※クサビが抜けている時は、前、後ろの順
にクサビを押込みます（クサビが入った
際、カチッと音がします）。 

 
前クサビ 

 
後側クサビ 

 
左側︓入っている(狭い) 
右側︓抜けている(広い) 

 
 
 
 
 
 
 
 
クサビが入っていないとファイバ挿入でき
ません。 

1-3 スライダにコネクタを取付け 
ｽﾗｲﾀﾞにｺﾈｸﾀ上部からはめ込みます。 

 
すきまの確認をする 

 
すきま無くはめ込むこと。 

 
すきま無し     すきま有り 

 
 
※ｺﾈｸﾀ組立時にﾌｧｲﾊﾞたわみ確認が適
切にできなくなるため、すきまが有る場合
はｺﾈｸﾀをはずし、すきま無くはめ直しま
す。 

②ファイバ端末処理   
2-1 共通ファイバホルダへの設置 

 
 

 

 
ファイバ先端の位置 
 

 
ファイバホルダのフタを閉じます。このとき、 
ファイバをフタにはさみ込まないように 
します。 

 

  
OK    NG 

2-2 被覆除去 
①しっかりと挟んで 

 
ポイント 

 
注︓ﾌｧｲﾊﾞ先端に被覆が残りますが、 
ﾌｧｲﾊﾞカット時に切り落とされます。 

〇 × 

① 

① ② 
②共通ﾌｧｲﾊﾞﾎﾙ
ﾀﾞを引きます。 

05被覆部分 
のｽﾄﾘｯﾊﾟの刃が 
しっかり閉まる 
まで握ります。 

05-025 一括
ｽﾄﾘｯﾊﾟに共通
ﾌｧｲﾊﾞﾎﾙﾀﾞを
挿入します。 

ﾌｧｲﾊﾞ素線を
一括ｽﾄﾘｯﾊﾟ、
ﾌｧｲﾊﾞﾎﾙﾀﾞに 
ｾｯﾄします。 

A:ｶｯﾀ屑回収箱 
使用時、ｽﾄﾘｯﾊﾟ先端 
B:AOTS ｸﾛｰｼﾞｬ 
使用時、ｽﾘｯﾄ部 

A 
B 

〇 × 

①前 

  

②後 

カチッ カチッ 

〇 

〇 

× 

× 
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2-3 清掃・スクリーニング 
被覆除去したﾌｧｲﾊﾞ表面をｱﾙｺｰﾙ付き 
ｺｯﾄﾝで清掃します。その後ﾌｧｲﾊﾞを指で 
ゆっくり上下左右 3 回ずつ曲げて（60°
程度）折れないことを確認します。 

 

2-4 ファイバカット 

 
 
 
 

 

 
※別途ファイバカッタの取扱説明書を 
ご参照下さい。 

③コネクタの組立   
3-1 ファイバ挿入 

 
 
 

 

 
ﾌｧｲﾊﾞ挿入治具のﾏｰｸでﾌｧｲﾊﾞ処理長さ
を確認する。 
※ﾌｧｲﾊﾞ処理長さが合っていないと最適
なたわみの確認ができません。 

 
ポイント 
処理長がずれたら共通ﾌｧｲﾊﾞﾎﾙﾀﾞ、05-
025一括ｽﾄﾘｯﾊﾟの交換をして下さい。 

 
共通ﾌｧｲﾊﾞﾎﾙﾀﾞをｽﾗｲﾄﾞさせ、ﾌｧｲﾊﾞを 
挿入する。 

2 ファイバたわみ確認 

 

 
たわみは共通ファイバホルダ上面を越え
ないこと。 

 

  
たわまない       たわみすぎ 
『たわまない』『たわみすぎ』は組立失敗 
⇒ 最初からやり直し 
※たわみ過ぎの場合はｸｻﾋﾞが抜けている
可能性があります。 
1-2項を再度確認してください。 

 

3-3 コネクタ取り出し 

 

 
ポイント 
②③ｸｻﾋﾞﾕﾆｯﾄ（赤丸）は残したまま 
 
 

 

 

 
 
作業中、心線をひっかけないように注意 
する。 

 

＜05心線使用時＞ 
05 被覆剥き際が▲印付近に
あることを確認する。 
(025心線のときは無し) 

025被覆 

ガラス長 0.25溝に被覆 
ｷﾜがある 

0.125溝にﾌｧｲﾊﾞ 
先端がある 

× 
上面 

〇 

× × 

①ｸｻﾋﾞﾕﾆｯﾄ側面
を両側からつま
んでｸｻﾋﾞを浮か
せる。 

②ﾌｧｲﾊﾞﾎﾙﾀﾞの 
ﾌﾀを開ける。 

③ｺﾈｸﾀを上に 
外す。 

④最後にｸｻﾋﾞ 
ﾕ ﾆ ｯ ﾄ側面を
両側からつま
ん で 抜 き 取
る。 

すきまの無いこと 
025被覆キワがゴム 
板の左端にあること 

例 CT-50 
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3-4 完成 
ｺﾈｸﾀ接続する直前にｷｬｯﾌﾟを外してくださ
い。 

 
 

 

 

 

 

 

 
▶ 株式会社フジクラお問い合わせフォーム 

ソケット側 

半挿し 

プラグ側 コネクタ部を後ろに引張っても
抜けないこと。 

ラッチが上がりきっていない。 

 カチッ 

〇 

× 

https://fujikura-opticproduct.spiral-site.com/jp_contact?_ifbs-newInsertForm1=s1_Step1



